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東北日本弧は太平洋プレートが日本海溝に
沿って北米プレートに沈み込むことで形成され
た島弧で，日本海溝に平行方向の大地形が明瞭
に分布している特徴がある．東北日本弧のうち
前弧域では，非火山性かつ第三紀以降，背弧側
や前弧海盆に比べほとんど地殻変動のない安定
した陸域として挙動してきたと考えられている
（Sueoka et al., 2017）．本研究では，前弧
域の阿武隈・北上山地を対象として熱年代学的
手法を適用し，各山地の形成プロセス解明のた
めに隆起・削剥史を推定する．本報では，それ
ぞれの山地から採取した白亜紀花崗岩類の岩石
試料のうち4地点でアパタイトフィッション・
トラック（AFT）年代測定を実施したためその
予察的な結果を検討する．
東北日本弧はプレート沈み込みによって東西
方向に卓越した応力場が形成され，その圧縮応
力場によって山地は隆起してきたとされる（太
田ほか, 2010）．したがって東西横断方向の
AFT年代，ひいては熱年代学的解釈による基盤
岩の隆起・削剥速度の推定は，島弧のテクトニ
クスを議論する上で重要となる．以下に，阿武
隈山地および北上山地のそれぞれにおいて議論
を行う．
阿武隈山地：広く白亜紀花崗岩類が露出して
おり，東縁には双葉断層帯が南北方向に分布
し，さらに約 8 km西側に畑川断層帯が並走す

る．先行研究において阿武隈山地の花崗岩類の
AFT年代はおよそ100～50 Maと報告されてい
る（後藤, 2001; Ohtani et al., 2004; Fukuda 
et al., 2019）．しかし，これらの年代値は畑
川断層沿い，あるいは阿武隈山地広域での散発
的な測定結果であり，阿武隈山地の東西方向に
おける系統的で高密度なものではない．そこで
本研究では阿武隈山地および畑川断層帯を東西
に横切る測線上におよそ5～7 km間隔で計6地
点でのサンプリングを実施した．このうち2試
料についてA F T年代を測定した結果，
46.1±6.9 Maと73.9±26.7 Ma（どちらも
1σ）が得られた．これらは，先行研究で報告
された年代 (後藤 2001: およそ100～50 Ma) 
と誤差範囲を含めると整合的であるが，46.1 
Maは先行研究の年代を含めても比較的若い年
代の部類に入る．
北上山地：北上山地全域に前期白亜紀深成岩
類が貫入しており，中央部には北部北上帯と南
部北上帯を分ける早池峰構造帯が北西―南東方
向に走る．また北上山地のA F T年代は　　　　
後藤（2001）によると100～80 Maである
が，サンプル地点数は阿武隈山地に比べると少
ない．本研究ではAFT年代の測定地点の増加を
図るため，早池峰構造帯東縁断層以南に分布す
る花崗岩類から5地点でサンプリングした．そ
のうち2試料のAFT年代を測定した結果，
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66.8±10.4 Maと65.8±10.4 Ma（どちらも　
１σ）が得られた．これらのAFT年代は，誤差
1σを考慮しても，先行研究より有意に若い年
代を示す．サンプリング地点付近には早池峰構
造帯東縁断層が走っているが，現時点では年代
値との関係は不明である．
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